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●部品加工センター愛知 .com 「部品加工 愛知」 で検索！
●工場工事メンテナンスセンター愛知 .com 「工場工事 愛知」 で検索！
●中古機械センター愛知・岐阜.com 「中古機械センター 愛知」で検索！
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愛知県碧南市源氏町5丁目52番地
TEL：0566-42-1101（代）
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株式会社エス・エヌ・ジー

「コストダウン技術情報」は、加工・工事・メンテナンスに関するエンジ
ニア向けの技術ニュースです。印刷の上、是非貴社内でご回覧ください！

1.今年の4月より、社用車を運転する前にアルコール
検査が義務化！管理責任者への罰則もあります！

2.加工不良率激減！拡管ピン製作事例をご紹介！

3.シャッター更新工事の事例をご紹介！

1.アルコール検査の義務化の対象となる範囲は？

安全運転管理者の選任条件と同様であり、下記の通りです。

・定員11名以上の車を1台以上使用している事業所

・自動車を5台以上使用している事業所（50ccを超える自動二輪車は1

台あたり0.5台換算）

2.科される罰則は？

アルコールチェックを怠った場合は、安全運転管理者の業務違反とな

ります。さらに、飲酒運転を行った場合は、道路交通法の酒気帯び運

転等の禁止違反として、代表者、管理責任者等の企業責任者も5年以

下の懲役、または100万円以下の罰金が科される恐れがあります。ま

た、責任者のみならず法人に対しても罰金、または科料が課せられる

場合があります。

「白ナンバー事業者へのアルコール検査義務化」を簡単解説！

皆さま、ご安全に！
最近サブスクの影響で、昭和の音楽が聴かれるようになっていると

か。かつてのヒット曲はもちろん、これまで知られていなかった曲に
も脚光が当たっています。ハイレゾという高音質で買えるデータもあ
り、究極のハイレゾはアナログという事で、大手レコード会社でもレ
コードの再生産が始まり、結構売れているそうです。
私の学生時代には碧南市内にもレコードショップが何軒かあり、テ

レビやラジオで知った音楽を買い求め、そ
れをカセットテープに録音して、編集した
テープをラジカセで繰り返し聞く事が楽し
みでした。
写真はその頃に購入し、大切にしている

レコード盤の一部です。実家に行った時に、
ふと思い付いて再生する事があります。
私の場合、昔の音楽を聴いていると、当時
の事が色々と思い出されてきて懐かしくな
りますね！

本社 加藤

ス マ ホ de ご 安 全 に！

弊社では、当事例のような拡管ピンの製作はもちろん、あらゆる加

工・製作案件に対応することが可能です。加工・製作に関するお困り

ごとがございましたら、お気軽にエス・エヌ・ジーにご相談ください

ませ！お客様のあらゆるご要望を実現します！

当初、お客様は3つ穴タイプの拡管ピンを使用してパイプ穴の拡張作
業を行っておりましたが、拡張したパイプ穴が楕円状になってしまうト
ラブルが頻繁に発生していました。そこで、当社にて4つ穴タイプの拡
管ピンの製作をご提案しました。4つ穴タイプの拡管ピンへ変更したこ
とにより、パイプ穴を真円状に拡張することが可能となり、パイプ穴が
楕円状になるトラブルを防止し加工不良が激減しました。

URL : https://www.kk-sng.com/ 碧南本社・刈谷・三河・岐阜

～ エス・エヌ・ジーの工場工事メンテナンス ～

1. スマート解決
2. スピード対応
3. セーフティー・ファースト

施工前

施工後シャッター取付作業

解体作業

シャッター更新工事

拡管ピン

『マイメモリー』

当事例は、既設のシャッターが経年劣化により故障したため、新た

なシャッターへの更新工事を行った事例となります。従来、お客様は

オーバースライダー式重量シャッターを使用していましたが、今後、

天井クレーン等の導入も検討されているため、天井のスペースを取ら

ないシャッターをご希望でした。そこで、当社にて文化シャッター製

の高耐風圧仕様の巻き取り式重量シャッターを選定しました。当

シャッターへの更新工事を行ったことにより、シャッターの格納ス

ペースの削減、大型台風などによるシャッター故障のリスクの削減を

実現しました。

弊社では、シャッター更新工事だけでなく、あらゆる工事の施工実

績がございます。工場工事に関するお困りごとがございましたら、弊

社IC（インダストリアルコンサルタント）までご相談ください。

「アルコール検知器」

こちらは、アイリスオーヤマ製の

アルコール検知器「ALC-D1」です。

皆様もご存知かとおもいますが、

2022年4月より安全運転管理者の業

務としてアルコール検査が義務化さ

れます。（アルコール検知器を用い

た検査の義務化は2022年10月よ

り）アルコール検査の義務化が開始

すると、運転の前後にアルコール検

知器にて酒気帯びの有無を確認、ま

た、そのアルコール検査の記録をデ

ジタルレコーダーや日誌等で1年間

保存する義務が発生します。まだ、

アルコール検知器を用意していない

方は注意が必要です！

＜3つの“Ｓ”のお約束＞

3つ穴→4つ穴に変更


